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Ⅱ 業務の概要 
 
１ 行政事務 
 

１－１ 総務企画部 

 

 総務企画部は，職員の人事管理，福利厚生や物品購入・支払事務，庁舎・設備の管理のほか，保健・

環境の調査研究に関する企画及び総合調整，県民及び企業に対する人材の育成及び支援，県民及び企業

に対する技術的な課題解決の支援，保健・環境問題に関する情報の提供や，大気汚染常時監視測定局の

保守管理等に関する業務を行っている。 

 

１－１－１ 調査研究の企画調整 

 

 当センターが行う調査研究の効果的な推進を図るため，調査研究の企画調整を行った。令和 3 年度

は単独県費の基盤研究等が 11 課題，企業等からの受託研究が 1 課題，競争的資金を活用した受託研究

が 0 課題，国立及び県立等の公的研究機関の協力研究が 13 課題であった。 

 また，研究内容及び成果の公表を目的として，研究発表会（関係職員を対象）を Web 開催し，「広島

県立総合技術研究所保健環境センター研究報告第 29 号」を発行した。 

 

１－１－２ 人材の育成及び支援 

 

 県民及び企業等に対する講師等の派遣及び技術研修並びに職員の研修を実施し，検査の精度，技術の

向上及び人材の育成を支援した。 

 令和 3 年度は，講師等の派遣による技術指導等を 3 回及び技術研修を 14 回実施し，職員の研修を 1

回受講した。 

 

１－１－３ 技術的な課題解決の支援 

 

 県民及び企業に対する技術的な課題解決の支援事業を積極的に実施した。令和 3 年度は，技術的課

題解決事業(ギカジ)による解決が 2 件，現地及び所内指導による解決が 82 件並びに依頼試験及び設備

利用による解決が 0 件であった。 

 

１－１－４ 保健・環境啓発 

 

 県民一人ひとりが保健環境問題への関心を深め，行動できるように，各種の啓発事業を実施し

た。令和 3 年度は，センターの活動を広く紹介するために，ホームページにより，県民へ保健環

境問題に係る情報の提供を行った。 

 

１－１－５ 食品衛生検査施設の信頼性確保業務 

 

 保健所試験検査施設に対し，外部精度管理への参加，内部点検を実施して精度管理に努めた。 

 

１－１－６ 病原体検査の信頼性確保業務 
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 当センター保健研究部に対し，外部精度管理への参加，内部点検を実施して精度管理を行うこととな

っているが，内部点検については，新型コロナウイルス検査体制を維持するため，業務継続計画に基づ

き延期することとなった。 

 
１－１－７  大気汚染常時監視測定局の保守管理 

 

  大気汚染防止法第 22 条(常時監視)に基づく業務等を行うため，測定局の保守管理等を行った。 


